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アートシェアリングにおける‘art	 as	 therapy’発生の構造原理	 

 

—	 芸術体験はいかにセラピューティックとなりえるか	 −	 

	 

	 

Structural Principles on the Genesis of “art as therapy” Phenomenon in Art-sharing	 : 
	 How could art experiences become therapeutic? 
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序	 章	 	 アートシェアリングとは何をさすのか 

	 	 −	 芸術体験において‘therapy’が発生しえる場の構造原理の究明にむけて 
 
 

	 Ⅰ．課題提起と研究の目的 
	  
	 芸術体験は、人に何をもたらしうるのであろうか。 
	 これは筆者が、精神科病院において疾患を抱えながら生き悩む方々のリハビリテーション治療

にアートセラピスト（絵画療法士）として携わりながら、日々自問自答を繰り返していかざるを

えなかった切実な問いであった。本論文では「アートシェアリング」というキーワードを用いな

がら、感性コミュニケーション学における探求を以て、この主題へと迫りたい。 
	 本論文では芸術体験におけるユーザー、即ち「鑑賞者」あるいは「患者」の側に焦点を当て、

芸術学や心理学、精神医学、深層心理学、人類学、哲学など多分野の研究を交えて論述を行う。

個別の専門領域を超え、芸術体験を通してコミュニケーションを行う表現者と鑑賞者双方に向け

た学術的視座の連結を図り、そこに跨がる感性と関係性に関する新たなサイエンスとしてのユー

ザー感性学における芸術体験論の起立とその実践構築化を目指したい。 
	 欧米においてアートセラピー（art therapy）とは「視覚芸術」という一つの表現様式を用いた
療法を指してきた。絵画や箱庭、コラージュや陶芸等の形として目に見える造形芸術分野を指し

示し、ダンスや音楽あるいは文芸等の造形芸術以外である表現様式はその範疇に入れず、それら

を含む場合は複数形においてアーツセラピー（arts therapy）と呼び、明確な区別を行ってきた。
「アーツセラピー」という響きが日本人には馴染みにくいこともあり、日本では「アートセラピ

ー」と「アーツセラピー」の区別は曖昧な状態となっている。本論文では本来の定義に基づき、

主に視覚芸術を療法に用いる「art therapy」の意味において、アートセラピーという言葉を使用
しながら論考を進めていく。ただし、第 5章で詳述する「ソーシャル・アートセラピー」におい
ては、「アート」の指す意味を狭義としての視覚芸術にのみに、その範疇を限定していない。 
	 芸術作品の存在の態様などについて一般的、思弁的に考察する学問としての「芸術学」は、具

体的な芸術作品の分析を通じて芸術の意味の解明をめざすが、この問いかけには本論文の目指す

方向は当てはまらない。芸術作品ではなく、人間の心身にて起きる芸術体験に焦点を当てた論考

を通じて、芸術体験が人へともたらす機能とその解明をめざす新たな芸術体験論の構築を本論文

においては試み、この問題へと迫りたいと考える。 
	 人間が自己の内外の世界を響きあわせながら他者とコミットメントする心身の交歓体験は、医

学的観点からも教育的観点からも大変重要なものである。仏教には依正不二という言葉があるが、

互いに育くみあい、安らぎあう共有地（コモンズ）を地域社会や家庭、或いは学校等において他

者と共に築き上げるラポールの形成能力は、コミュニティの崩壊が叫ばれ個々人の孤立化が進む

社会の中において、現代人にとって生きるうえでの非常に切実なスキルとなっている。そうした

共有地づくりへの大きな導線のひとつとして芸術という存在が非常に有効であることが、20世紀
の初頭より精神科臨床に携る者たちによって気付かれ始めていった。‘ホモ・アルティフェクス（芸
術家としての人間）’という言葉も生れる。そうした社会的動向の中、21 世紀を跨ぎながら、医
療は「治療の時代」から「養生（セルフケア）の時代」へ、art は「芸術」から「芸能」へと揺
り戻しを見始め、世界が大きく移り変わろうとしていることを筆者は精神科臨床の現場を通しな



がら肌で感じさせられていった。 
	 世界保健機関は、世界で少なくとも３億５千万人が鬱病の患者とみられるとの統計を 2012 年
10月に発表した。精神医学者のメラニー・クライン（Melanie Klein）は「人間を害するほかの
どんな病気より、鬱病から由来する苦しみのほうが大きい」と指摘したが、世界における毎年 100
万人近くの自殺者のうち、鬱病患者の占める割合はその半数を超えるとみられる。1998年以降、
2011年まで毎年三万人以上の自殺者を生み続けてきた日本においても、こうした鬱病に代表され
る精神疾患の蔓延は大きな社会問題として取り上げられ、国をあげての対策が講じられている。 
	 またこうした状況は、ストレスの多いとされる日本などの先進国に限られたことではなく、発

展途上国においても鬱病の発生が目立つことが世界保健機関によって指摘され、全世界において

共通する緊急課題となっている。「メランコリー」という名称で古代ギリシャ時代にその記述が

認められるように鬱病の歴史は古い。人の精神衛生の向上への取組みは、人類が有史以来向き合

ってきた深淵にある切実な課題であるともいえよう。 
	 人は長い歴史の中で、心身の癒しをどのように模索し、どのような術を得てきたのであろうか。

精神衛生の向上にむけた様々な治癒文化がその地域の歴史風土によって織り成されてきたが、そ

の中において芸術という存在は、洋の東西を問わず古来より人の精神を癒す術であったことが知

られている。ラスコー洞窟に代表される先史時代における洞窟壁画は、癒しの儀式へと深くつな

がっていたことが人類学研究によって明らかにされているが、芸術体験はあらゆる民族文化にお

いて生活の節々に取り入れられながら親しまれ、また畏れられてもきた。 
	 遥か古来より存在し続けるこうした芸術体験のもたらす癒しの作用を、近代医学のテクノロジ

ーとして精神科リハビリテーション治療へと応用していったもの、それがアートセラピー（芸術

療法）なのである。古くて新しい人類の知恵として発達したアートセラピーという技法は、現在、

精神医療や心理臨床、介護福祉や学校教育の現場において実践され、臨床研究が進められている。 
	 現・日本芸術療法学会理事長の大森健一は、学会に集う臨床家・研究者たちに向かい「芸術療

法は、芸術が治すのか、芸術で治すのか」と、その構造原理のあり方を繰返し問い続けている。

大森は、アートセラピーは何を以て治療構造となすのか、芸術体験プロセスそのものが持つ力が

患者を癒すのか、もしくは芸術を治療技法として用いることが治療的なのかを臨床の場において

問い直すことの重要性を説いているのである。 
	 20世紀に欧米において誕生したアートセラピーには、芸術体験を通した自己治癒体験を起源と
する流れと、サイコセラピーから派生した流れと二つの潮流がある。前者は芸術体験そのものが

持つ癒しの力に論拠をおく‘art as therapy’の潮流であり、後者は手法として芸術を活用する
心理療法を根拠に据える‘art psychotherapy’である。しかるにクレペリンによる二大精神病概
念の提唱と、フロイトによる「無意識の発見」に始まった 100年に渡る精神医学史を振り返って
みれば、学術界におけるアートセラピーの構造原理の先行研究とは、圧倒的に  ‘art 
psychotherapy’についての論及の積み重ねとなっている事実が判明する。そうした芸術療法論の
反省から、アートセラピーの学術研究学会において昨今、‘art as therapy’をテーマとする研究の
深化が必要であるとの認識が示唆され(伊集院,2009)、その挑戦が促されてきている。 
	 こうした必然性を踏まえるかたちにおいて、人間の精神を癒しうる力を発揮する芸術治癒体験

‘art as therapy’の発生が起こるメカニズムの解明をテーマに挙げていきたい。そのために本論で
は 、芸術体験全体の共有過程を捉える概念として‘アートシェアリング’をキーワードとして
掲げ、その構造原理に焦点を当てながら、これまで芸術療法論において研究が積み重ねられてき

た‘art psychotherapy’の学術的知見の援用を以て究明に挑みたい。 
 



	 Ⅱ．アートシェアリング 
 
	 精神科医療にて用いられる「シェアリング」とは、力動指向的アートセラピーにおいて被験者

が創作表現を行った後にその感想を述べあうなど、言語的なコミュニケーションを交えながら作

品に表した思いを対象者（セラピスト／鑑賞者）へと伝え、共にそのイメージを分かち合う過程

を指す呼称である。 

	 そうしたアートセラピーにおける作品鑑賞の一過程を示す「シェアリング」という呼称に対し、

本論では広義の意味において芸術体験全体の共有過程を‘アートシェアリング’と規定し、対象

化していきたい。 
	 本論では芸術体験によって立ち現れる人間交流としてのアートシェアリングに着目し、そこで

展開されうる精神力動の解析を通して、芸術体験において‘癒し’が発生し、‘art as therapy’
が起立するメカニズムとその構造因子の解明に取組む。ここで構造因子とは表現者と芸術体験を

分ちあう両者の関係性を指す。本論文では、その両者の関係性によって、アートシェアリングに

内在する‘therapy’発生効果の差異を明らかにすることを目的とする。 
	 人間同士のコミュニケーションにおいて要求される重要なことの一つに、向い合う相手と気持

ちを通じあわせる感性の交歓が挙げられる。そこでは、文字や会話といった言語と同様に、表情、

抑揚、身振り手振りなど言葉以外の手段によって、感情、動機、意図、嗜好など、感性を知る手

がかりが伝えられる。相手の喜怒哀楽や話を理解しているのか等、感性コミュニケーションを通

しながら互いの気持ちを感じあって初めて人間はストレスなく円滑に交流をはかることが可能

となる。しかし向い合った相手との情報の共有は比較的簡単にできても、感情の共有は難しい。

美術評論家の建畠晢は「相手を理解するべき努力は最大限するべきだが、限界もある。そうした

限界を超えて、共感や驚きを抱けるのが芸術の力ではないか」と述べる。 
	 互いに相手の感情を共有する感性交歓の場づくりにおけるひとつの有効な手立てとして、アー

トシェアリングは社会の様々な場面において広く活用されてきた。それは芸能という領域におい

て特に顕著であり、くにづくりから年中行事まで、古来より洋の東西を超えたかたちで人が他者、

或は世界との関係性を深め結わえ直す儀礼の場において、広く人々の間でアートシェアリングは

重宝されてきたという歴史を永く持つ。 
	 発達心理学には‘joint attention（共同注視）’という概念がある。‘joint attention’の出現は、
「幼児が他者の意図や心理状態を読み始める、発達上の一大ターニングポイントとされる。これ

を機に、母子は二者の外にある対象を共有し、考え、言葉をかわすようになっていく」と精神分

析家の北山修は述べ、この‘joint attention’という先行概念をもとに「共視」という語を造っ
た。「母子関係が媒介物を橋渡しにして開かれていく」という認識を人間の感性コミュニケーシ

ョンの出発点においてみると、「共に眺める」という行為が情緒的・身体的な交流でも非常に重

要な意味を持っていることに考えが及ぶ。特に日本人は二者間「内」の情緒的交流と二者間「外」

の言語的交流の二重性を維持することを特質とすることが指摘されている。 
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図 .  二項関係との比較における三項関係の原理  
	 	 	 	 	 ※	 北山の「二者間内交流と二者間外交流」図（北山修,2005）に石田が加筆・作成 
 
	 共に芸術作品を眺める三項関係を通して二者間内に感性コミュニケーションを成立させるア

ートシェアリングは、社会形成が織りなされる折々に、人と人との交流を促す手法として用いら

れてきた。こうした三項関係を原理のひとつに置くアートシェアリングでは、芸術体験の場を共

同注視する相手側との関係性の如何によっては、癒しの力を発揮するどころか、傷つき体験を発

生する場合も少なくない。誰と芸術体験を共にするのかという人間関係性が、そこに起立し場の

質を大きく左右する。 
	 本論では、芸術体験において‘therapy’を起立しうる対人関係性の差異に着目し、各ケース
毎において起立するアートシェアリングの構造モデルの比較分析を通して、‘art as therapy’の
発生を促す感性コミュニケーションの構造原理の解明を、アクションリサーチを交えながら試み

ていきたい。 
 
 

	 Ⅲ．本論の流れ	  

 
	 本論では、アートシェアリングの構造を分析することを通じて、なぜ芸術体験において

‘therapy’が発生しえるのか、その原理を究明し、アートシェアリングの示すこれからの可能
性を論考するため、次のような流れで論述を進めたい。 
	 第１章では、まず‘art as therapy’を巡る芸術人類学と精神医学史の先行研究を手繰ること
を通して、これまでに人類がいかに芸術体験を自らの精神衛生の向上の術として実践し検証して

きたのかを俯瞰してみたい。芸術がいつ誕生し、そしてアートセラピーはどのように発明され、

どのような発達を辿っていったのか、イギリス、アメリカ、日本におけるパイオニアたちの軌跡

と臨床実践の歴史を、先行研究を通して概観する。次に芸術学へのアートセラピーの接続を試み、

‘art as therapy’の芸術学における学術的検証を試みたい。ここでは比較美学を挙げながら、



言分け理論を通して、治療者側の視座にある芸術療法論を翻すことを試み、アートセラピー‘被

験者’の主体的体験として‘art as therapy’を発生させる芸術体験を論じる。精神医学と芸術
学、双方の‘art as therapy’を巡る先行研究において顕在化する学術的課題を模索し、芸術作
品ではなく芸術体験の分析に視座を据える新たな芸術体験論の必然性を示す。 
	 第２章では、人が芸術体験を行なえばいかなる状況下においてもセラピューティック（治療的）

な効果を発起するものではないことを示す事例としてアートコンプレックスの発症を挙げ、その

構造原理を分析する。芸術体験において、その精神的治癒効果を分ける差異がどこに起因するの

か、対象関係論を援用し、様々な芸術体験場面における構造モデルを通した比較分析を試みる。 
	 第３章では、精神科医療におけるアートセラピーの事例「被害妄想を持つ統合失調症患者にお

けるアートシェアリングを通した居場所創り」を取上げて、精神科リハビリテーション治療にお

ける‘art psychotherapy’を通した‘art as therapy’の実際を考察し、その構造を探求する。 
	 第４章では、「アート鑑賞ワークショップ	 ギャラリーコンパ」「みみをすます絵本ワークショ

ップ」「親子で廃材木琴づくりワークショップ」という筆者がファシリテーターとして携わる３

つのアートワークショップ・プログラムを事例として挙げながら、アートシェアリングを意図す

る芸術体験ワークショップの実際を分析し、２人称芸術体験において如何に‘art as therapy’
が起立するのか、その構造原理の考察を行なう。 
	 第５章では、‘art as therapy’を発生させるアートシェアリングの構造原理が、新たな今日的
課題をさし示す可能性を模索する。一人一人が‘個人の抱く深いイメージ’へと立脚しながらも、

同時に‘他者との共感を深める’という特性を持つアートシェアリングを新たな地域創造の術と

して活用するコミュニティアート・プロジェクトに着目した。コミュニティアート活動を通した

地域社会におけるアートシェアリングの広がりと深まりが、市民の精神衛生の向上へ向けて有効

となるという仮説のもと、５年間に及んだ活動をアクションリサーチによって検証する。 
	 最終章となる第 6章では、本論文の総括として、アートシェアリングがさし示す新しい地域創
造の可能性を展望していく。 
	 全体の構成としては、「アートでリハビリテーション」を行なうことに焦点を当てた第 1 章・
第３章・第４章と、「アート自身のリハビリテーション」を行なうことに焦点を当てた第 2 章・
第 5章、それらを総括する第 6章というテーマの組み合わせ内容をとっている。 
	 本論文においては、６つの章を通して、芸術体験が持つ癒しの力‘art as therapy’が発生し
うる感性コミュニケーションの構造原理を解き明かし、人間が生み出し様々に活用してきた文化

的営為としてのアートシェアリングの持つ、新たな可能性を示したいと考える。 
 
 

 

 

 

 

 

 



第 1章	  ‘art as therapy’ を巡るパイオニアの先行研究 
 
	 第１章では、‘art as therapy’を巡るパイオニアの先行研究を手繰り、これまで人類がいかに
芸術体験を自らの精神衛生の向上の術として実践し検証してきたのかを俯瞰し、精神医学と芸術

学、双方のアートセラピーを巡る学術的課題を模索した。 
	 その結果、これまでのアートセラピーを巡る学術研究は、精神医学や臨床心理学の領域におけ

る‘art psychotherapy’についての議論であり、これからの目指すべき課題として、‘art as therapy’
の芸術療法論における解明が必要性であることを明らかにした。 
 
 
表．  芸術養生（セルフ・アートセラピー）と芸術療法（アートセラピー）の比較  

※	 神田橋による「養生と治療」の表に石田が加筆・作成 
 養	 	 	 	 生  治	 	 	 	 療  
担当者 
方法 
効果の発現 
副作用・危険 
期間 
作用の本質 

本人 
個人にあわせて試行錯誤 
ゆっくり、曖昧い 
ない・少ない 
長期・生涯 
自然治癒力の増進＝根本的 

専門家 
確立された技術と訓練 
速やかさ 
ある 
短期が理想 
自然治癒力の活用＝一時的 
	  

 
 
‘art as therapy’  
 

 芸	 術	 養	 生  芸	 術	 療	 法  
場面 
意図 
意識 

くらし、日常 
意図せず自然発生的に起こる 
‘therapy’の意識は持たない 

医療、介護、カウンセリングの現場 
意図的に自律性の活性化を促される 
‘therapy’の意識を持つ 
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	 	 	 図．アートセラピーの二つの起源  



第２章	 	 芸術体験におけるアートシェアリングの言分け構造 

 
	 第２章では、人が芸術体験を行なえばいかなる状況下においても癒しの効果を発起するもので

はないことを指し示す事例としてアートコンプレックスの発症を挙げ、芸術体験においてその精

神的治癒効果を分ける差異がどこに起因するのか、対象関係論を援用し様々な芸術体験場面にお

ける構造モデルを通した比較分析を行い、‘art as therapy’の起動する芸術体験構造を探った。	  
	 結果として、‘art as therapy’の起動する１人称芸術体験へと移行展開を促す２人称芸術体験
の構造原理が明らかになった一方で、被験者に客観的作品評価姿勢をとることはアートコンプレ

ックス発生を誘発する起因を構造的に備えた３人称芸術体験をもたらし、２人称芸術体験と心理

的効果の違いを生み出すことが明らにした。 
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	 	 図．芸術療法における治療体験構造の移行展開  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



	 	 表．芸術体験における人称性関係モデルの比較分析  
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	 	 	 図.	 芸術体験における人称性関係モデルのマトリックス	 
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第３章	 精神科臨床におけるアートセラピー事例を通したアートシェアリングの考察 
 
	 第３章では、精神科リハビリテーション治療における‘art psychotherapy’を通した‘art as 
therapy’の実際を考察し、その構造を探求した。 
	 その結果、精神科リハビリテーション治療における‘art psychotherapy’とは、患者自身がセ
ルフ・アートシェアリングの体験を重ねることで‘art as therapy’を受け取るという芸術養生
の仕組みを精神科治療として構造化した臨床技法であること、そして絵画療法セッションの構造

は通過儀礼の構造原理と重なっており、どちらとも体験者が自律性を揺り戻しながら、自己と世

界との関係を深く結わえ直すリハビリテーション機能を発揮させることを明らかにした。 
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	 図．精神科リハビリテーション治療における絵画療法セッションの通過儀礼的構造  
	  
 
 
 
 
 
 
 
 



第４章	 ２人称芸術体験を礎とするワークショップ事例を通したアートシェアリン

グの考察 

 
	 第４章では、３つのワークショッププログラムを事例として挙げながら、アートシェアリング

を意図する芸術体験ワークショップの実際を観察し、芸術体験において如何に‘art as therapy’
が起立するのか、その構造の分析を行なった。 
	 その結果、母子という関係性を規範として構築化される２人称芸術体験の持つ対称性アートシ

ェアリングの構造が、作品やテキストといった客観的事物を介したイメージの分ちあいを通して、

互いの自律性を促進させながら双方のあいだに成立する間主観性を共創し、それを共有する過程

を通して、セラピューティックな場を起立させる構造原理が明らかになり、ここではそれを「対

称性アートシェアリングの原理」と称した。 
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	 	 図．ギャラリーコンパにおけるアートシェアリングの心の対称性構造	  
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図．アートシェアリングにおける共振れを通した‘art as therapy’発生の構造  

 
	 ２人称芸術体験を通して、‘私’と‘あなた’の創造的退行が促され、互いに感性交歓を行い

ながら対称性アートシェアリングを以て主客合一化をはかる。そこでは、日常世界とは異なる反

構造的な境界世界へと移行しながら自身の心と体が‘いま・ここに・ともに・ある’心身の共振

れが起こっていく。‘私’と‘あなた’は相互浸透作用による‘身内’として場に抱擁（holding）
される体験をもって、双方が身籠り身籠られながら自身のオートポイエーシス（自己産出）の促

進がケアイングとも呼べる相互自助によって行われ、昇華がなされる。この自律性の息づきに満

ちたコミュニオン体験は、自／他、心／身、意識／無意識のトポロジーの歪みを矯正する、均整

のとれた対称性世界への恢復に向かう治癒機能をもたらしていく。 
	 こうした‘art as therapy’を発生させるアートシェアリングの構造の比較において、他の人
称関係性モデルおけるアートシェアリングの原理のパターンは、下記図のようなかたちとなって

相対化される。「対称性アートシェアリングの原理」とセラピューティック機能を比べた場合、

アートコンプレックス発症の危険性を伴う３人称芸術体験が起立させる非対称性アートシェア

リングは、‘art as therapy’を発生させず、むしろアートコンプレックスの発生を誘発する心理
的危険性を孕むものとして「非対称性アートシェアリングの原理」と呼ぶことにする。 
	 芸術体験における‘私’の精神力動性の移行の流れは、向い合う相手によって、アートシェア

リングの対称性・非対称性を左右し、意識下における自律的システムに大きな影響を与えること

となる。 
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図．アートシェアリング各パターンモデル比較における‘art as therapy’発生の原理  

	 	  
 ※「2.5人称芸術体験」「不定称芸術体験」は、向い合う相手の精神力動性の如何によって 
        左右され、その関係性によって上記の３パターンの何れかにその時々で収斂される。 

 

 

 

 

 

 



第５章	 	 地域創造に向けたソーシャル・アートセラピーのアクションリサーチ	  

	  
	 第５章では、九州大学のある箱崎地区で筆者自身の行った５年間のアクションリサーチにおい

て、「対称性アートシェアリングの原理」をセラピューティックな地域創造の術として活用でき

ないか、新たなるコミュニティアートのアプローチを試行した事例を分析した。 
	 そこでは、他者との関わりで育まれるもの「learning2.0」であるアートシェアリングが、さら
に特定の対象に向けた情熱によって深められる劇場型の学び「learning3.0」のコミュニティアー
トへと発展する新たな社会教育活動が、ソーシャル・アートセラピーの活動として位置づけられ

る事が明らかになった。 
 

　　<(4C�5>+�,8��� ��!�27�;,�/?����

  アートフェスティバル等、文化芸術事業の発信 　－　���.9�

 
 

　　　B	���!& %���'��<(3*�A�6�6
1��)����

  新たな郷土教育の継続的実践活動　　　　　　　－　���.9�

 
 

　　�#$" ���!�.9:0-@�=���

 　 　感性交歓の場としての共有地づくり　 　　　　　－　����.9�

�����
������	������

　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　 

まちそのものをセラピューティックな地域コミュニティへとリハビリテーションする 

市民と産官学との協働を通した２人称芸術体験を促すプログラムの継続的�　�
な実践を通して、「こと・ひと・ば」の共創を豊かに循環させていく。 
　　　　　　　　　　　　　 

 
	 	 	 	 図．地域創造に向けたソーシャル・アートセラピーの取組みとその機能	  
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	 図．芸術体験における人称性関係モデルにみるソーシャル・アートセラピーの構造  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第６章	 アートシェアリングのさし示すもの 
 
	 最終章となる第６章では、本論文の総括として‘art as therapy’を発生させる対称性アート
シェアリングの構造原理がさし示す、今日における芸術体験の可能性を明らかにしていきたい。 
 

	 Ⅰ．アートシェアリングからコミュニティアートへ  
 
	 第５章においては、まちに暮す市民の「育む×育まれる＝育みあう」「ケアする×ケアされる

＝ケアしあう」「表現する×鑑賞する＝共創する」といった豊かな 2 人称の関係性の発展を促す
ものとしてのコミュニティアート活動の展開を通し、その活動の継続性をもって市民のセルフケ

アを育みサポートする環境としてのまちづくりを実現することへの可能性を、アクションリサー

チを以て探ったが、その礎としたのが、対称性アートシェアリングの原理であった。 
	 ２人称芸術体験は、‘私’と‘あなた’双方の中間領域へ相互浸透をもたらし、主客合一を促

しながらイメージの共創体験を促す。そうして双方に共有された中間領域においては、他者を他

者のまま受容し、‘私’と他者との関係性を止揚して対称性を取り戻す治癒効果を発揮する。 
	 自然なかたちでこうした感性コミュニケーションの交流を促す対称性アートシェアリングは、

自己創造と他者との共有地創造（環境創造）とを密接にシンクロさせながら産出させる機能を構

造化している。 
	 この２人称芸術体験における対称性世界のクリエイティヴィティ効果は、これからの地域コミ

ュニティの創造活動へと広く応用することのできる可能性を湛えている。 
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	 	 図．２人称芸術体験を礎としたコミュニティアートの構造  



	 Ⅱ．芸術体験がもたらしうるもの 
 

	 下記の図に表したように、「三項関係の原理」「対称性の原理」「自我の再適応装置の原理」「通

過儀礼の原理」「贈与の原理」といった様々な次元における諸原理を孕む芸術体験は、「対称性ア

ートシェアリングの原理」を介しながら、セラピューティックな機能を、本来は人へともたらし

うるものであった。 
	 しかし、その場合における‘芸術体験’とは、対称性アートシェアリングの原理が息づく近代

教育学を迎える以前の芸術や民俗芸能と呼ばれる領域世界、鶴見の語る限界芸術のことであり、

近代以降において美術教育実践を通した３人称芸術体験の席巻は、それらの本来内包する原理の

束を‘芸術体験’の中から解き、一部の芸術愛好家を除いた多くの人々の暮らしの中で‘art as 
therapy’の力を自壊させた。 
	 翻せば、２人称芸術体験を礎としたコミュニティアートプログラムを通して、‘芸術体験’が

人にもたらしうる力を恢復するための「アートのリハビリテーション」を、既存の芸術学を一人

一人が自身の手によって暮らしの中で治療する場づくりが、今後の地域における基層文化の再生

に向けた文化コミュニティにおいては重要な鍵となると考えられる。そうした地域創造に向けて

の、まちへの‘art as therapy’の処方を、筆者は「ソーシャル・アートセラピー」と名付け、
アクションリサーチという形で取組んでいった。 
	 デザインが「解」への希求であるとするならば、芸術は「問い」への希求である。コミュニテ

ィデザインと違い、コミュニティアートは、そのコミュニティにおいて自らが問いを見出し、そ

れを解ではなく、問いかけのまま贈りあう場づくりを指向する。セルフケアとセルフ・エデュケ

ーションは、コミュニティアートにおいて等しく繋がる。 
	 アートシェアリングは、‘私’と‘あなた’との共創体験を通して、双方の内部生命の相互浸

透を起こしていく営みである。自己と他者とを分け隔てる様々な障害を溶かし、双方に拓かれた

共有地である汽水域をつくりえる存在として対称性アートシェアリングを捉えながら、ケアに根

ざしたセラピューティックな地域文化創造への可能性を２人称芸術体験は湛えている。 
	 文化的営為と医療行為をスパイラルに循環させるアートシェアリングの年輪の中心には、表現

者の主体的体験としての芸術体験がある。人間の Life（暮らし・人生・生命）における Cultural
と Clinicalを一対のものとして相互浸透を引き起こす機能効果を芸術体験は内包している（下記
図）。 
	 芸術体験は、自身の心とからだの共振れ、そして‘私’と‘あなた’の相互浸透、その双方を

結びあわせ自己産出を促させるセラピューティックな共有地を、対称性アートシェアリングの原

理において人へともたらしうるものである。 
	 本論文では、その事を「アートシェアリング」というキーワードを用いた検証を通して明らか

にし得た。 
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	 	 図．様々な原理を幾重にも重ね持つ芸術体験の複論理性  
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図．文化的営為と医療を相互浸透させゆくアートシェアリングのスパイラルな発達構造  



	 Ⅲ．今後の課題  
 
	 医療の最も重要な役割のひとつに早期の予防医療があるが、精神医療においてもそれはやはり

見過ごす事の許されぬ重要なテーマである。多くの精神科病院においても地域の中学・高校にお

けるカウンセリング等、院外活動における積極的な予防医療の取り組みが現在なされている。し

かし病院にアートセラピストとして勤務する立場より社会状況を見てみると、より多くの地域住

民の為にはアートセラピーを予防医療として何らかの形で一般に提供することが、今後必要とさ

れているのではないかと感じさせられていく機会が増えた。 
	 また第５章において述べたように、そうした経験をもとに５年間に渡るアクションリサーチと

して「箱崎千年会議」や「箱崎アートターミナル」等の開催といったソーシャル・アートセラピ

ー活動をまちで展開してみると、実際にその必要性を強く痛感させられていく機会が多かった。 
	 アクションリサーチを展開する対象とした箱崎のまちは、百年以上に渡ってまちのシンボルで

あった九州大学箱崎キャンパスの移転にともない、まちの斜陽化が懸念されている状況にあった。

しかしそれを千年のスパンにおいて翻してみると‘脱アカデミズム’つまりは‘脱近代’の新た

な学び場への再生事業として、地域社会に拓かれた新天地となる可能性を箱崎は湛えているとも、

捉え直すことができる。 
	 元々、アートセラピーは欧州において教育と医学、その二つの潮流を以て発展した経緯を持つ。

美術評論家であるハーバード・リード（Sir Herbert Read）の「芸術は教育の基礎たるものであ
る」という主張や、アートセラピーに置ける自発性といった概念は、欧州諸国における 1940 年
代以降の美術教育の方向性へと多大なる影響を及ぼし続けた。オーストリアの医師オリゲン・コ

スリコ（Eugen Corisco）は「教育とは、予防医学の役割を果すものだ」と述べている。第３章
において検証したように学びとケアが相克しあうかのような現在の社会状況や教育現場を見つ

めると、モリスによるアーツ・アンド・クラフト運動や、宮沢が岩手県花巻市において展開を試

みた「農民芸術概論」の実践に連なる、市民の相互自助作用を促進させ、学びとケアとを相乗さ

せる「‘educational’ art therapy ×‘medical ’art therapy	 ＝ ‘social ’art therapy」の
展開に向けた実践構築化を目指し、芸術教育学と芸術療法論との学際的研究領域における新たな

芸術体験論において探求することを、今後の展望として考えたい。 
	 また、本論文においては、アクションリサーチを展開し考察を行う中で客観指標ではなく主観

指標でもない、間主観性指標に方法論に置く研究方法に気付かされていくこととなった。今後ア

クションリサーチを継続し展開するにあたっての課題として、様々なまちの関係者における間主

観性指標に方法論に置く研究手法を、さらに研ぎすませたかたちで取組んでいく必要性を、筆者

は痛感した。筆者の今後の課題としたい。 
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